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桜井に『まちづくり委員会』が発足 

編集後記 芸術の秋、実りの秋・・・公民館での文化祭も近づいてまいりました。この一年の 

成果を出品してみてはいかがでしょうか。            （編集委員一同） 

 

今
年
４
月
、
桜
井
地
区
に
「
ま
ち

づ
く
り
委
員
会
」
が
発
足
し
ま
し

た
。
本
委
員
会
は
、
こ
れ
ま
で
活
動

し
て
き
た
桜
井
地
区
各
団
体
連
絡

協
議
会
に
代
わ
り
、
「
地
域
住
民
相

互
の
交
流
と
ふ
れ
あ
い
を
促
進
し
、

地
域
の
活
性
化
と
明
る
く
元
気
な

地
域
づ
く
り
を
目
指
す
」
こ
と
を
目

的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

委
員
会
に
は
、
自
治
会
連
合
会
、

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
、
ボ
ラ

ン
ィ
ア
会
を
は
じ
め
と
す
る
地
域

の
37
の
団
体
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

委
員
長
に
は
自
治
会
連
合
会
の
下

田
会
長
が
、
副
委
員
長
に
当
地
区
社

協
の
西
條
会
長
が
就
任
し
、
こ
れ
ま

で
連
絡
協
議
会
で
取
り
組
ん
で
き

た
地
域
別
計
画
※
の
推
進
を
継
承

し
て
、「
福
祉
・
健
康
」「
文
化
・
教

育
」
な
ど
６
つ
の
分
野
に
つ
い
て
地

域
の
課
題
を
明
確
に
し
、
地
域
住
民

自
身
の
力
で
解
決
す
べ
く
議
論
し

て
い
ま
す
。 

下
田
委
員
長
は
、
「
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
た
め
の
組
織
で

あ
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
た
め
に

組
織
の
見
直
し
を
し
ま
し
た
。
地
域

の
将
来
に
向
け
た
議
論
を
こ
れ
ま

で
以
上
に
深
め
て
い
き
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。 

 

今
年
も
９
月
９
、
15
、
16
、
17
日

の
４
日
間
に
わ
た
り
、
各
自
治
会
を
主

体
と
し
て
６
ヶ
所
の
会
場
に
て
敬
老

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
桜
井
地
区
の
対

象
者
は
１
、
５
７
９
名
で
し
た
。 

 

各
会
場
で
は
趣
向
を
凝
ら
し
た
内

容
で
滞
り
な
く
実
施
さ
れ
ま
し
た
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部会・連絡会と参加団体 

当
地
区
社
協
も
「
福
祉
・
健
康
部
会
」

に
参
画
し
、
「
日
常
生
活
の
支
援
体

制
つ
く
り
」
な
ど
桜
井
の
福
祉
の
課

題
に
つ
い
て
、
地
域
福
祉
の
担
い
手

の
方
々
と
、
密
度
の
濃
い
議
論
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。 

 

※地域別計画は、「地域のことは地域
で」をスローガンに、平成２１年度に
小田原市全域で策定された『地域の課
題やその解決方法、将来像などをまと

めた計画』で、これまで桜井地区では
各団体連絡協議会が本計画に基づく活
動を進めていた。策定から６年経過し
た平成２８年、現状を確認して計画の
見直しを行った。そして、今年４月の
まちづくり委員会発足に伴い、本委員

会が計画を継承し活動を進めている。 
委員会での活動報告 
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桜井地区社会福祉協議会 

発行責任者 会長 西條博之 

名称 担当団体 担当自治会 

福祉・健康部会 

桜井地区社会福祉協議会、桜井地区民生委員児童委員協議会、 

桜井地区体育振興会、桜井地区老人クラブ連合会、 

桜井地区ボランティア会、健康おだわら普及員、 

地域包括支援センターさくらい 

寺下、高河原、 

西栢山 

防犯部会 
防犯指導員、少年指導員、保護司会、桜井子どもを守る会、 

報徳子どもを守る会 

西之庭、道下、 

弥生 

文化・教育部会 

桜井市民の会、金次郎のふる里を守る会、桜井地区青少年育成会、 

城北中学校ＰＴＡ、桜井小学校ＰＴＡ、報徳小学校ＰＴＡ、 

桜井学区連合子ども会、報徳学区連合子ども会、 

仙了川流灯まつり保存会、桜井ひろば土曜クラブ、桜井財産区 

学校前、城北、 

河原庭 

広報部会 桜井地区自治会連合会、栢山商工振興会、小田原城北工業高校 道上、中の町、 

新屋敷、浅原、柳町 

防災連絡会 
消防団第 14分団、防災リーダー、桜井小学校、報徳小学校、 

報徳幼稚園、桜井保育園、報徳保育園、城北中学校 
桜井地区各自治会 

環境美化連絡会 環境美化推進員、青少年育成会、報徳桜を守る会、曽比桜愛好会 桜井地区各自治会 

 



  

６月２７日（水）、尊徳記念館食堂で、中の町ふれ

あいサロンが開催されました。最初に全員で「中の町

ふれあいサロンの歌」を歌ってスタート。認知症予防

などのゲームで会場は大いに盛り上がり、そのあとは

参加者のリクエストに応じてカラオケで合唱、歌を楽

しんだ後はコーヒーとお菓子で歓談、と楽しい時間を

過ごしました。 

このサロンは、ゆったりと時間が流れ、とてもくつ

ろげるサロンで、年３回開催されます。次回は１１月

を予定しています。 

５月２５日（金）、曽比公民館で、西之庭ひだまりの会が開催されま

した。この日はテーブルに飾られた花の紹介のあと、お茶を飲みなが

ら歓談し、ペットボトルを使ったボーリングに夢中になりました。 

このサロンは、地域の有志の方々が立ち上げたもので、８，９月と

１２，１月を除き毎月行われています。近所から持ち寄った花が会場

に飾られ、手作りのお茶菓子などが振舞われ、七夕飾り作りなどの季

節の催しも取り入れた手作りのサロンです。 

６月２１日（木）、浅原集会所で、弥生ふれあいサロンが

開催されました。 

今回は気功の体験が行われ、地元で活躍している安部先生

から保健気功の基本を教わり、参加者からは「急がずゆっ

たりと動くのでとても良かった」と好評でした。そのあと

は、お茶とお菓子で歓談、ゲームで脳トレなどを楽しみま

した。このサロンは、大正琴の演奏を聞いたり歌ったり、

ゲームをしたり、工作をしたりと毎回違った内容になるよ

うに工夫されています。 

年３回の開催で、次回は１０月を予定していますが、今後

回数を増やせないか検討しているとのことです。 

桜井のサロン 

９月２日（日）、尊徳記念館食堂で道下ふれあいサロンが初めて開

催されました。他の地区のサロンをいくつも見学し、参加者が楽しむ

姿を見て開催を決めたとのことです。まずラジオ体操で身体をほぐ

し、お手玉回しゲームを楽しみ、場が和んだところで飲み物とお菓子

をいただきながら歓談しました。次にリクエストした歌を山縣さんの

伴奏で気持ちよく歌い、最後には「ここに幸あれ」を大合唱しました。 

参加者から「とても楽しい。今後もぜひやってほしい」との声があ

がっていることから、１２月にも開催することを決定しました。 

第６１号（２） 平成３０年１０月１日 

歌の時間にはハーモニカの飛び入り

も 

行けば誰かに会える場所 

 

今号は、前号に引き続き桜井地区で開催されているサロンをご紹介します。桜井地区では、新しく 

開催されたり開催回数を増やしたりする会場が増えてきました。皆さんも是非お出かけください。 

 

・・・の続きです 

 

まずは脳トレ 

カラオケは画面を見ながら 

ときにはゲームに集中 

ボーリングに熱くなり 
七夕飾り作り 

まずはラジオ体操 

お手玉まわしで笑顔に 「ここに幸あれ」大合唱 

一人ずつ丁寧に指導 

文化祭に向けての作品作り 

楽しいゲームのひと時 


